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 第３章では，小脳演算モデル（Cerebellar Model Articulation Controller: CMAC）と閉ループ同













 第 5章では，本研究を総括するとともに，残された問題点と将来展望について言及している。 
 本研究は，実用性を念頭において，制御系設計法が提案されている点が大きな特徴であ
る。とくに，制御性能の向上に留まらず，計算コストの削減にも注力しており，いずれの
方法も実用性の高い制御技術であると評価することができる。 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる。 
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